
北
海
道
東
北
部
に
位
置
す
る
訓
子
府
町
。

大
雪
山
系
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
へ
と
注
ぐ
常
呂
川
が
流
れ
ま
す
。

い
ま
か
ら
１
２
０
年
前
、

原
生
林
が
生
い
茂
る
未
開
の
大
地
に

先
人
が
分
け
入
り
、
鍬
を
下
ろ
し
、

開
拓
が
始
ま
り
ま
し
た
。

豊
か
な
森
林
は
産
業
を
生
み
出
し
、

肥
沃
な
大
地
は
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
し
、

訓
子
府
町
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
豊
か
で
住
み
よ
い
町
、

誰
も
が
住
み
続
け
ら
れ
る
町
を
め
ざ
し
、

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

訓
子
府
町
が
開
基
１
２
０
年
を
迎
え
た
い
ま
、

よ
り
よ
い
未
来
を
創
る
た
め
、
歴
史
を
振
り
返
り
、

現
在
を
知
り
、
訓
子
府
の
魅
力
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 CONTENTS

もくじ
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く
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が
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日
が
キ
ラ
め
く

02 01Kunneppu Kunneppu



キ
ラ
め
く

キ
ラ
め
く

キ
ラ
め
く景

農
祭花

訓
子
府
町
は
、
北
見
市
の
南
西
に
位
置
し
て
お

り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
注
ぐ
常
呂
川
が
町
の
中
央

を
西
か
ら
東
へ
流
れ
て
い
ま
す
。
常
呂
川
の
流
れ

に
沿
う
よ
う
に
し
て
肥
沃
な
大
地
が
広
が
り
、

盆
地
特
有
の
寒
暖
差
の
あ
る
気
候
も
相
ま
っ
て

多
様
な
農
業
形
態
が
発
展
し
ま
し
た
。
畑
作
・

酪
農
が
盛
ん
で
栽
培
品
目
は
多
岐
に
わ
た
り
、

訓
子
府
町
は
北
海
道
農
業
の
縮
図
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
タ
マ
ネ
ギ
の
生
産
量
は
全
国
屈
指
と
な

り
、
町
内
の
北
見
農
業
試
験
場
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
新
品
種
ス
ノ
ー
マ
ー
チ
を
開
発
、
訓
子
府
メ
ロ

ン
も
特
産
品
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
農
産
物
を
生
み
出
す
訓
子
府

の
大
地
は
、
人
々
の
暮
ら
し
を
穏
や
か
で
豊
か
な

も
の
に
し
て
く
れ
ま
す
。

大
地

農
大
地
大
地
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見
渡
す
全
て
が

　
　

    

大
地
の
恵
み

　訓
子
府
町
の
周
囲
は
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地

に
な
っ
て
お
り
、
最
暖
日
の
平
均
は
20
〜
21

度
、
最
寒
日
の
平
均
は
零
下
8
〜
9
度
と
寒

暖
差
が
大
き
い
盆
地
特
有
の
内
陸
性
気
候
で

す
。
年
間
降
水
量
は
比
較
的
少
な
く
、
日
照

率
が
高
い
地
域
で
農
業
に
適
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。
タ
マ
ネ
ギ・
畑
作
三
品
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・

小
麦
・
ビ
ー
ト
）・
酪
農
を
基
本
に
、
水
稲
、

豆
類
、
加
工
用
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
メ
ロ
ン
な

ど
栽
培
品
目
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
訓
子

府
町
も
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、農
業
者
個
々

の
経
営
努
力
な
ど
も
あ
り
、
農
業
生
産
額
は

年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
。

雄
大
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
訓
子
府
町
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
を
つ
く
り
、人
々
の
営
み
を
支
え
て
い
ま
す
。

先
人
た
ち
が
切
り
拓
い
て
き
た
こ
の
大
地
は
、

訓
子
府
町
の
宝
で
あ
り
、暮
ら
し
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

Kunneppu
キラめくまち キラめく大地
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四
季
の
美
し
さ
が

     

身
近
に
あ
る
幸
せ

　
訓
子
府
町
の
面
積
は
1
9
0
.
9
5
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。
半
分
は
森
林
で

覆
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
3
6
.
9
％
が

人
工
林
で
カ
ラ
マ
ツ
が
多
く
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
森
林
面
積
に
占
め
る
道
有
林
は
全
体
の

6
5
.
1
％
、
私
有
林
が
2
5
.
9
％
、

町
有
林
が
9
.
0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
訓

子
府
町
で
は
、
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
は
ぐ

く
み
環
境
緑
化
推
進
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
昭
和
52
年
に
環
境
緑
化
推
進
の
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

も
と
に
、
庭
先
に
気
軽
に
植
え
ら
れ
る
「
エ

ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
」
と
古
く
か
ら
あ
る
象

徴
的
な
「
オ
ン
コ
」
を
、
町
花
・
町
木
と
し

て
訓
子
府
町
開
基
80
周
年
記
念
事
業
に
合
わ

せ
て
町
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
決
め
ら
れ
ま

し
た
。

美
し
く
雄
大
な
景
色
が
広
が
る
訓
子
府
町
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
へ
注
ぐ
常
呂
川
が
町
の
中
央
を
流
れ
、

豊
か
な
森
林
は
、恵
み
の
大
地
を
は
ぐ
く
み
、

季
節
の
花
々
は
町
民
の
暮
ら
し
に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

Kunneppu
キラめくまち キラめく大地
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笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

心
豊
か
な
日
々
の
暮
ら
し

　
訓
子
府
町
に
は
、
常
呂
川
河
川
敷
に
6

コ
ー
ス
54
ホ
ー
ル
あ
る
公
認
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
、
春
に
は
約
4
0
０
本

の
桜
と
丘
一
面
に
芝
桜
が
花
開
く
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
公
園
な
ど
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か

し
た
町
民
の
憩
い
の
場
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

季
節
ご
と
に
町
民
が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
夏
に
は
市
街
地
や
常
呂
川
河
川
敷
で

「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
２
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
、
前
夜
祭
は
太
鼓
の
演
奏
や
訓
子

府
音
頭
、
行
灯
パ
レ
ー
ド
や
花
火
大
会
、
本

祭
は
歌
謡
シ
ョ
ー
や
特
産
品
の
販
売
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
夏
を
盛
上
げ
ま

す
。
冬
は
町
公
民
館
前
特
設
会
場
で
「
さ
む

さ
む
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
雪
像
や
雪
の
滑

り
台
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
綱
引
き
な
ど

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

四
季
に
彩
ら
れ
、季
節
の
実
り
に
恵
ま
れ
、

の
び
の
び
と
穏
や
か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
訓
子
府
町
。

子
育
て
支
援
な
ど
福
祉
の
充
実
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

毎
日
を
快
適
に
過
ご
せ
る
豊
か
な
環
境
が
あ
り
ま
す
。

Kunneppu
キラめくまち キラめく大地
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